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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月13日(2017.10.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時間間隔（ＴNext）によって分離された血糖測定値（ＢＧ）を測定するグルコメーター
（１２４）と、
　インスレーション投与デバイス（１２３ａ、１２３ｂ）と、
　前記グルコメーター（１２４）と前記インスレーション投与デバイス（１２３ａ、１２
３ｂ）とに通信する投薬コントローラ（１６０）であって、当該投薬コントローラ（１６
０）は、コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）と当該コンピュータデバイス
（１１２、１３２、１４２）に通信する非一時的メモリ（１４４）とを含み、当該非一時
的メモリ（１４４）は、前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）によって
実行された時に当該コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）をして、
　前記グルコメーター（１２４）から時間間隔（ＴNext）によって分離された血糖測定値
（ＢＧ）を前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）上で受信する段階と、
　各時間間隔（ＴNext）に対して、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、前記時間間隔（Ｔ

Next）の前記血糖測定値（ＢＧ）に基づいて静脈内インスリン注入速度（ＩＲＲ）を決定
する段階、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、前記血糖測定値（
ＢＧ）に基づいて血糖パーセント降下（ＢＧ%Drop）を決定する段階、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、前記血糖測定値（
ＢＧ）と前記時間間隔（ＴNext）とに基づいて血糖降下速度（ＢＧDropRate）を決定する
段階、
　前記血糖パーセント降下（ＢＧ%Drop）が閾値パーセント降下（％ＤｒｏｐLowLimit）
よりも高い時に前記グルコメーター（１２４）による血糖測定値（ＢＧ）間の前記時間間
隔（ＴNext）を短くする段階、
　前記血糖降下速度（ＢＧDropRate）が閾値降下速度（ＢＧDropRateLimit）よりも高い
時に前記グルコメーター（１２４）による血糖測定値（ＢＧ）間の前記時間間隔（ＴNext

）を短くする段階、及び
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　前記静脈内インスリン注入速度（ＩＲＲ）を前記コンピュータデバイス（１１２、１３
２、１４２）からインスレーション投与デバイス（１２３ａ、１２３ｂ）に送信する段階
、
を含む動作を実施させる命令を格納する投薬コントローラ（１６０）と、
を含むことを特徴とするシステム（１００）。
【請求項２】
　前記動作は、
　前記グルコメーター（１２４）による前記血糖測定値（ＢＧ）間の前記時間間隔（ＴNe

xt）をデフォルト時間間隔（ＴDefault）に設定するか；あるいは
　現在の血糖測定値（ＢＧ）が閾値低血糖症血糖値（ＢＧHypo）よりも低い時の、事前に
構成された低血糖症時間間隔（ＴHypo）：
　前記現在の血糖測定値（ＢＧ）が前記閾値低血糖症血糖値（ＢＧHypo）よりも高く、か
つ、血糖ターゲット範囲（ＢＧTR）の下限（ＢＧTRL）よりも低く、かつ、前記血糖パー
セント降下（ＢＧ%Drop）が低血糖パーセント降下限界（％ＤｒｏｐLowLimit）よりも高
いか、又は
　前記現在の血糖測定値（ＢＧ）が前記血糖ターゲット範囲（ＢＧTR）の下限（ＢＧTRL

）よりも高いか又はそれに等しく、かつ、前記血糖パーセント降下（ＢＧ%Drop）が通常
血糖パーセント降下限界（％ＤｒｏｐRegularLimit）よりも高い、
という時の、事前に構成された短い時間間隔（ＴShort）：
　前記血糖降下速度（ＢＧDropRate）が血糖降下速度限界（ＢＧDropRateLimit）よりも
高い時の、事前に構成された血糖降下速度時間間隔（ＴBGDR）：
　前記血糖測定値（ＢＧ）が安定期間（ＴStable）よりも長い持続時間にわたって前記血
糖ターゲット範囲（ＢＧTRL）内にあった時の、事前に構成された長い時間間隔（ＴLong

）：又は
　食事ボーラスプログラムが作動している時の、事前に構成された食事ボーラス時間間隔
（ＴMealBolus）：
のうちの最小値に設定する段階を更に含み、
　前記低血糖症時間間隔（ＴHypo）は、前記短い時間間隔（ＴShort）よりも短く、当該
短い時間間隔（ＴShort）は、前記血糖降下速度時間間隔（ＴBGDR）よりも短く、当該血
糖降下速度時間間隔（ＴBGDR）は、前記長い時間間隔（ＴBGDR）よりも短く、前記食事ボ
ーラス時間間隔（ＴMealBolus）は、当該長い時間間隔（ＴLong）よりも短い、
ことを特徴とする請求項１に記載のシステム（１００）。
【請求項３】
　前記静脈内インスリン注入速度（ＩＲＲ）を決定する段階は、
IIR = (BG - K) * M
を計算する段階を含み、
　ＩＩＲは、前記静脈内インスリン注入速度であり、ＢＧは、前記現在の血糖測定値（Ｂ
Ｇ）であり、Ｋは、定数であり、Ｍは、乗数であり、
　前記血糖パーセント降下（ＢＧ%Drop）を決定する段階は、

を計算する段階を含み、
　ＢＧPreviousは、以前の血糖測定値（ＢＧPrevious）であり、ＢＧは、現在の血糖測定
値（ＢＧ）であり、
　前記血糖降下速度（ＢＧDropRate）を決定する段階は、
BGDropRate = (BGPrevious - BG) / (TCurrent - TPrevious)
を計算する段階を含み、
　ＢＧDropRateは、前記血糖降下速度（ＢＧDropRate）であり、ＢＧは、前記現在の血糖
測定値（ＢＧ）であり、ＢＧPreviousは、以前の血糖測定値（ＢＧPrevious）であり、Ｔ
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Currentは、現在の時間であり、ＴPreviousは、以前の時間である、
ことを特徴とする請求項１に記載のシステム（１００）。
【請求項４】
　前記動作は、
　前記現在の血糖測定値（ＢＧ）が血糖ターゲット範囲（ＢＧTR）の上限（ＢＧTRH）よ
りも高く、かつ、以前の血糖測定値（ＢＧPrevious）によって除算された当該現在の血糖
測定値（ＢＧ）の比が閾値比（ＬA）よりも低いか又はそれに等しい時に、時間間隔（ＴN

ext）間で前記乗数（Ｍ）を変化させないままに残す段階と、
　前記現在の血糖測定値（ＢＧ）が前記血糖ターゲット範囲（ＢＧTR）の上限（ＢＧTRH

）よりも高く、かつ、前記以前の血糖測定値（ＢＧPrevious）によって除算された当該現
在の血糖測定値（ＢＧ）の前記比が前記閾値比（ＬA）よりも高い時に、前記乗数（Ｍ）
を変化係数（ＭCF）によって乗算する段階と、
　を更に含む、
　ことを特徴とする請求項３に記載のシステム（１００）。
【請求項５】
　前記定数Ｋは、６０ｍｇ／ｄｌに等しく、前記閾値比（ＬA）は、０．８５であること
を特徴とする請求項４に記載のシステム（１００）。
【請求項６】
　前記動作は、前記現在の血糖測定値（ＢＧ）が前記血糖ターゲット範囲（ＢＧTR）の下
限（ＢＧTRL）よりも低い時に、前記乗数（Ｍ）を前記変化係数（ＭCF）によって除算す
る段階
を更に含むことを特徴とする請求項４に記載のシステム（１００）。
【請求項７】
　前記動作は、患者（１０）固形食消費の指示の受信に応答して、前記静脈内インスリン
注入速度（ＩＲＲ）を増加させる段階と、少なくとも２つの時間間隔（ＴNext）にわたっ
て前記乗数（Ｍ）を変化させないままに維持する段階と、を更に含むことを特徴とする請
求項３に記載のシステム（１００）。
【請求項８】
　前記動作は、
　食事に対する炭水化物の推定グラム数を前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、
１４２）で受信する段階と、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、前記炭水化物の推
定グラム数と炭水化物－インスリン－比（ＣＩＲ）とに基づいてインスリンの単位で推定
食事ボーラスを決定する段階と、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、前記推定食事ボー
ラスと利用可能な供出時間と構成可能定数とに基づいて推定食事ボーラスインスリン速度
を決定する段階と、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、前記静脈内インス
リン速度（ＩＲＲ）と前記推定食事ボーラスインスリン速度との和として合計インスリン
速度を決定する段階と、
　前記合計インスリン速度を前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）から
前記インスリン投与デバイス（１１２、１３２、１４２、１５２）に送信する段階と、
を更に含むことを特徴とする請求項７に記載のシステム（１００）。
【請求項９】
　前記動作は、
　第１食事時間部分間隔（ＴMealBolus1）が患者（１０）固形食消費の前記指示を受信す
る前の食事前血糖測定値（ＢＧ１）で始まる食事時間部分間隔（ＴMealBolusN）に、合計
食事時間（ＴMealBolus）を分割する段階と、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、順番に各食事時間
部分間隔（ＴMealBolusN）に対する前記合計インスリン速度を決定する段階と、
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を更に含むことを特徴とする請求項８に記載のシステム（１００）。
【請求項１０】
　前記動作は、
　前記第１時間間隔（ＴMealBolus1）後の次の時間間隔（ＴMealBolus2）中に前記食事に
対する炭水化物の実際のグラム数を前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２
）で受信する段階と、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、炭水化物の前記実
際のグラム数に基づいて実際の食事ボーラスを決定する段階と、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２，１４２）を使用して、前記推定食事ボー
ラス速度を経過した供出時間で乗算することによって推定供出食事ボーラスを決定する段
階と、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、前記実際の食事ボ
ーラスから前記推定供出食事ボーラスインスリン速度と実際の供出時間との積を減算する
ことにより、インスリンの単位で残りの食事ボーラスを決定する段階と、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、前記合計食事時間
内の残っている時間で除算した前記残りの食事ボーラスとして修正食事ボーラスインスリ
ン速度を決定する段階と、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、前記静脈内インス
リン速度と前記修正食事ボーラスインスリン速度との和として修正合計インスリン速度を
決定する段階と、
　前記修正合計インスリン速度を前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）
から前記インスリン投与デバイス（１２３ａ、１２３ｂ）に送信する段階と、
を更に含むことを特徴とする請求項９に記載のシステム（１００）。
【請求項１１】
　前記動作は、１又は２以上の食事時間部分間隔（ＴMealBolusN）に対して前記時間間隔
（ＴNext）を前記デフォルト時間間隔（ＴDefault）未満に低減する段階
を更に含むことを特徴とする請求項１０に記載のシステム（１００）。
【請求項１２】
　前記動作は、
　前記現在の血糖測定値（ＢＧ）が安定性ターゲット範囲（ＢＧSTR）の外側である時に
、前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）と通信するディスプレイ（１１
６、１４３、１４６）上に警告を電子的に表示し、かつ、インスリンの皮下投与への移行
を阻止する段階と、
　前記現在の血糖測定値（ＢＧ）が閾値安定期間（ＴStable）未満にわたって前記安定性
ターゲット範囲（ＢＧSTR）内である時に、前記ディスプレイ（１１６、１４３、１４６
）上に警告を電子的に表示する段階と、
を更に含むことを特徴とする請求項１１に記載のシステム（１００）。
【請求項１３】
　前記動作は、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、前記現在の血糖測
定値（ＢＧ）が閾値安定期間（ＴStable）にわたって安定性ターゲット範囲（ＢＧSTR）
内である時に、前記乗数（Ｍ）に基づいてインスリンの合計１日投薬量（ＴＤＤ）を決定
する段階と、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、インスリンの前記
合計１日投薬量（ＴＤＤ）の割り当てとして、皮下治療に対してインスリンの前記合計１
日投薬量（ＴＤＤ）の半分である１日基礎インスリンとインスリンの前記合計１日投薬量
（ＴＤＤ）の半分である１日食事インスリンとを含む推奨インスリン投薬量を決定する段
階と、
　前記推奨インスリン投薬量を前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）か
ら皮下注射デバイス（１２３ａ、１２３ｂ）に送信するか、あるいは、前記コンピュータ
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デバイス（１１２、１３２、１４２）と通信するディスプレイ（１１６、１４３、１４６
）上に前記推奨インスリン投薬量を電子的に表示する段階と、
を更に含むことを特徴とする請求項３に記載のシステム（１００）。
【請求項１４】
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、
TDD = (BGTarget - K) * (MTrans) * 24
を計算することにより、インスリンの前記合計１日投薬量（ＴＤＤ）を決定する段階を更
に含み、
　ＴＤＤは、インスリンの前記合計１日投薬量であり、ＭTransは、皮下インスリン治療
への移行の処理の開始の時点での現在の乗数であり、
　ＢＧTargetは、
BGTarget = (BRTRH + BRTRL) / 2
を計算することによって決定され、
　ＢＲTRHは、血糖ターゲット範囲（ＢＧTR）の上限（ＢＧTRH）であり、ＢＲTRLは、前
記血糖ターゲット範囲（ＢＧTR）の下限（ＢＧTRL）である、
ことを特徴とする請求項１３に記載のシステム（１００）。
【請求項１５】
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、
TDD = 0.5 * Weight
を計算することにより、患者（１０）体重の関数としてインスリンの前記合計１日投薬量
（ＴＤＤ）を決定する段階を更に含み、
　ＴＤＤは、インスリンの前記合計１日投薬量であり、 Weightは、キログラムでの患者
（１０）体重である、
ことを特徴とする請求項１３に記載のシステム（１００）。
【請求項１６】
　グルコメーター（１２４）から時間間隔（ＴNext）によって分離された血糖測定値（Ｂ
Ｇ）をコンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）上で受信する段階と、
　各時間間隔（ＴNext）に対して、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、前記時間間隔（Ｔ

Next）の前記血糖測定値（ＢＧ）に基づいて静脈内インスリン注入速度（ＩＲＲ）を決定
する段階、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、前記血糖測定値（
ＢＧ）に基づいて血糖パーセント降下（ＢＧ%Drop）を決定する段階、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、前記血糖測定値（
ＢＧ）と前記時間間隔（ＴNext）とに基づいて血糖降下速度（ＢＧDropRate）を決定する
段階、
　前記血糖パーセント降下（ＢＧ%Drop）が閾値パーセント降下（％ＤｒｏｐLowLimit）
よりも高い時に前記グルコメーター（１２４）による血糖測定値（ＢＧ）間の前記時間間
隔（ＴNext）を短くする段階、
　前記血糖降下速度（ＢＧDropRate）が閾値降下速度（ＢＧDropRateLimit）よりも高い
時に前記グルコメーター（１２４）による血糖測定値（ＢＧ）間の前記時間間隔（ＴNext

）を短くする段階、及び
　前記静脈内インスリン注入速度（ＩＲＲ）を前記コンピュータデバイス（１１２、１３
２、１４２）からインスレーション投与デバイス（１２３ａ、１２３ｂ）に送信する段階
、
とを含むことを特徴とする方法（７００）。
【請求項１７】
　前記グルコメーター（１２４）による前記血糖測定値（ＢＧ）間の前記時間間隔（ＴNe

xt）をデフォルト時間間隔（ＴDefault）に設定するか；あるいは
　現在の血糖測定値（ＢＧ）が閾値低血糖症血糖値（ＢＧHypo）よりも低い時の、事前に
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構成された低血糖症時間間隔（ＴHypo）：
　前記現在の血糖測定値（ＢＧ）が前記閾値低血糖症血糖値（ＢＧHypo）よりも高く、か
つ、血糖ターゲット範囲（ＢＧTR）の下限（ＢＧTRL）よりも低く、かつ、前記血糖パー
セント降下（ＢＧ%Drop）が低血糖パーセント降下限界（％ＤｒｏｐLowLimit）よりも高
いか、又は
　前記現在の血糖測定値（ＢＧ）が前記血糖ターゲット範囲（ＢＧTR）の下限（ＢＧTRL

）よりも高いか又はそれに等しく、かつ、前記血糖パーセント降下（ＢＧ%Drop）が通常
血糖パーセント降下限界（％ＤｒｏｐRegularLimit）よりも高い、
という時の、事前に構成された短い時間間隔（ＴShort）：
　前記血糖降下速度（ＢＧDropRate）が血糖降下速度限界（ＢＧDropRateLimit）よりも
高い時の、事前に構成された血糖降下速度時間間隔（ＴBGDR）：
　前記血糖測定値（ＢＧ）が安定期間（ＴStable）よりも長い持続時間にわたって前記血
糖ターゲット範囲（ＢＧTRL）内にあった時の、事前に構成された長い時間間隔（ＴLong

）：又は
　食事ボーラスプログラムが作動している時の、事前に構成された食事ボーラス時間間隔
（ＴMealBolus）：
のうちの最小値に設定する段階を更に含み、
　前記低血糖症時間間隔（ＴHypo）は、前記短い時間間隔（ＴShort）よりも短く、当該
短い時間間隔（ＴShort）は、前記血糖降下速度時間間隔（ＴBGDR）よりも短く、当該血
糖降下速度時間間隔（ＴBGDR）は、前記長い時間間隔（ＴBGDR）よりも短く、前記食事ボ
ーラス時間間隔（ＴMealBolus）は、当該長い時間間隔（ＴLong）よりも短い、
ことを特徴とする請求項１６に記載の方法（７００）。
【請求項１８】
　前記静脈内インスリン注入速度（ＩＲＲ）を決定する段階は、
IIR = (BG - K) * M
を計算する段階を含み、
　ＩＩＲは、前記静脈内インスリン注入速度（ＩＲＲ）であり、ＢＧは、前記現在の血糖
測定値（ＢＧ）であり、Ｋは、定数であり、Ｍは、乗数であり、
　前記血糖パーセント降下（ＢＧ%Drop）を決定する段階は、

を計算する段階を含み、
　ＢＧPreviousは、以前の血糖測定値（ＢＧPrevious）であり、ＢＧは、現在の血糖測定
値（ＢＧ）であり、
　前記血糖降下速度（ＢＧDropRate）を決定する段階は、
BGDropRate = (BGPrevious - BG) / (TCurrent - TPrevious)
を計算する段階を含み、
　ＢＧDropRateは、前記血糖降下速度（ＢＧDropRate）であり、ＢＧは、前記現在の血糖
測定値（ＢＧ）であり、ＢＧPreviousは、以前の血糖測定値（ＢＧPrevious）であり、Ｔ

Currentは、現在の時間であり、ＴPreviousは、以前の時間である、
ことを特徴とする請求項１６に記載の方法（７００）。
【請求項１９】
　前記現在の血糖測定値（ＢＧ）が血糖ターゲット範囲（ＢＧTR）の上限（ＢＧTRH）よ
りも高く、かつ、以前の血糖測定値（ＢＧPrevious）によって除算された当該現在の血糖
測定値（ＢＧ）の比が（ＬA）よりも低いか又はそれに等しい時に、時間間隔（ＴNext）
間で前記乗数（Ｍ）を変化させないままに残す段階と、
　前記現在の血糖測定値（ＢＧ）が前記血糖ターゲット範囲（ＢＧTR）の上限（ＢＧTRH

）よりも高く、かつ、前記以前の血糖測定値（ＢＧPrevious）によって除算された当該現
在の血糖測定値（ＢＧ）の前記比が前記（ＬA）よりも高い時に、前記乗数（Ｍ）を変化
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係数（ＭCF）によって乗算する段階と、
を更に含むことを特徴とする請求項１８に記載の方法（７００）。
【請求項２０】
　前記定数Ｋは、６０ｍｇ／ｄｌに等しく、前記（ＬA）は、０．８５であることを特徴
とする請求項１９に記載の方法（７００）。
【請求項２１】
　前記現在の血糖測定値（ＢＧ）が前記血糖ターゲット範囲（ＢＧTR）の下限（ＢＧTRL

）よりも低い時に、前記乗数（Ｍ）を前記変化係数（ＭCF）によって除算する段階
を更に含むことを特徴とする請求項１９に記載の方法（７００）。
【請求項２２】
　患者（１０）固形食消費の指示の受信に応答して、前記静脈内インスリン注入速度（Ｉ
ＲＲ）を増加させる段階と、少なくとも２つの時間間隔（ＴNext）にわたって前記乗数（
Ｍ）を変化させないままに維持する段階と、を更に含むことを特徴とする請求項１８に記
載の方法（７００）。
【請求項２３】
　食事に対する炭水化物の推定グラム数を前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、
１４２）で受信する段階と、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、前記炭水化物の推
定グラム数と炭水化物－インスリン－比（ＣＩＲ）とに基づいてインスリンの単位で推定
食事ボーラスを決定する段階と、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、前記推定食事ボー
ラスと利用可能な供出時間と構成可能定数とに基づいて推定食事ボーラスインスリン速度
を決定する段階と、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、前記静脈内インス
リン速度（ＩＲＲ）と前記推定食事ボーラスインスリン速度との和として合計インスリン
速度を決定する段階と、
　前記合計インスリン速度を前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）から
前記インスリン投与デバイス（１２３ａ、１２３ｂ）に送信する段階と、
を更に含むことを特徴とする請求項２２に記載の方法（７００）。
【請求項２４】
　第１食事時間部分間隔（ＴMealBolus1）が患者（１０）固形食消費の前記指示を受信す
る前の食事前血糖測定値（ＢＧ１）で始まる食事時間部分間隔（ＴMealBolusN）に、合計
食事時間（ＴMealBolus）を分割する段階と、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、順番に各食事時間
部分間隔（ＴMealBolusN）に対する前記合計インスリン速度を決定する段階と、
を更に含むことを特徴とする請求項２３に記載の方法（７００）。
【請求項２５】
　前記第１時間間隔（ＴMealBolus1）後の次の時間間隔（ＴMealBolus2）中に前記食事に
対する炭水化物の実際のグラム数を前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２
）で受信する段階と、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、炭水化物の前記実
際のグラム数に基づいて実際の食事ボーラスを決定する段階と、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２，１４２）を使用して、前記推定食事ボー
ラス速度を経過した供出時間で乗算することによって推定供出食事ボーラスを決定する段
階と、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、前記実際の食事ボ
ーラスから前記推定供出食事ボーラスインスリン速度と実際の供出時間との積を減算する
ことにより、インスリンの単位で残りの食事ボーラスを決定する段階と、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、前記合計食事時間
内の残っている時間で除算した前記残りの食事ボーラスとして修正食事ボーラスインスリ
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ン速度を決定する段階と、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、前記静脈内インス
リン速度（ＩＲＲ）と前記修正食事ボーラスインスリン速度との和として修正合計インス
リン速度を決定する段階と、
　前記修正合計インスリン速度を前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）
から前記インスリン投与デバイス（１２３ａ、１２３ｂ）に送信する段階と、
を更に含むことを特徴とする請求項２４に記載の方法（７００）。
【請求項２６】
　１又は２以上の食事時間部分間隔（ＴMealBolusN）に対して前記時間間隔（ＴNext）を
前記デフォルト時間間隔（ＴDefault）未満に低減する段階
を更に含むことを特徴とする請求項２５に記載の方法（７００）。
【請求項２７】
　前記現在の血糖測定値（ＢＧ）が安定性ターゲット範囲（ＢＧSTR）の外側である時に
、前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）と通信するディスプレイ（１１
６、１４３、１４６）上に警告を電子的に表示し、かつ、インスリンの皮下投与への移行
を阻止する段階と、
　前記現在の血糖測定値（ＢＧ）が閾値安定期間（ＴStable）未満にわたって前記安定性
ターゲット範囲（ＢＧSTR）内である時に、前記ディスプレイ（１１６、１４３、１４６
）上に警告を電子的に表示する段階と、
を更に含むことを特徴とする請求項２６に記載の方法（７００）。
【請求項２８】
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、前記現在の血糖測
定値（ＢＧ）が閾値安定期間（ＴStable）にわたって安定性ターゲット範囲（ＢＧSTR）
内である時に、前記乗数（Ｍ）に基づいてインスリンの合計１日投薬量（ＴＤＤ）を決定
する段階と、
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、インスリンの前記
合計１日投薬量（ＴＤＤ）の割り当てとして、皮下治療に対してインスリンの前記合計１
日投薬量（ＴＤＤ）の半分である１日基礎インスリンとインスリンの前記合計１日投薬量
（ＴＤＤ）の半分である１日食事インスリンとを含む推奨インスリン投薬量を決定する段
階と、
　前記推奨インスリン投薬量を前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）か
ら皮下注射デバイス（１２３ａ、１２３ｂ）に送信するか、あるいは、前記コンピュータ
デバイス（１１２、１３２、１４２）と通信するディスプレイ（１１６、１４３、１４６
）上に前記推奨インスリン投薬量を電子的に表示する段階と、
を更に含むことを特徴とする請求項１８に記載の方法（７００）。
【請求項２９】
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、
TDD = (BGTarget - K) * (MTrans) * 24
を計算することにより、インスリンの前記合計１日投薬量（ＴＤＤ）を決定する段階を更
に含み、
　ＴＤＤは、インスリンの前記合計１日投薬量であり、ＭTransは、皮下インスリン治療
への移行の処理の開始の時点での現在の乗数であり、
　ＢＧTargetは、
BGTarget = (BRTRH + BRTRL) / 2
を計算することによって決定され、
　ＢＲTRHは、血糖ターゲット範囲（ＢＧTR）の上限（ＢＧTRH）であり、ＢＲTRLは、前
記血糖ターゲット範囲（ＢＧTR）の下限（ＢＧTRL）である、
ことを特徴とする請求項２８に記載の方法（７００）。
【請求項３０】
　前記コンピュータデバイス（１１２、１３２、１４２）を使用して、
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TDD = 0.5 * Weight
を計算することにより、患者（１０）体重の関数としてインスリンの前記合計１日投薬量
（ＴＤＤ）を決定する段階を更に含み、
　ＴＤＤは、インスリンの前記合計１日投薬量であり、 Weightは、キログラムでの患者
（１０）体重である、
ことを特徴とする請求項２８に記載の方法（７００）。
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